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講 座 の 名 称 暴力防止セミナー ～ 考えてみよう！ 素敵な関係 ～ 

講 座 の 目 的 

若い世代の交際相手に対する暴力（デート DV）が増加している現在、早いうちから暴力

の本質を知りそれを認めない意識の醸成が必要とされている。そのため、大学生を対象

として、今知っておきたい性と暴力についての基本的な知識と、自分も相手も大切にす

ることが良い人間関係を築くために必要であること、そして暴力からの身の護り方につ

いて学ぶ。 

募 集 対 象 長野大学に在学・在勤の学生・職員 

定 員 人 数   － 名 申 込 人 数 － 名 当日参加人数 延べ 105 名 

申 込 方 法 直接 （100%） 

回 数 １回 

開 催 場 所 長野大学 （上田市下之郷 658－1） 

開 催 内 容 

日 時 内 容 ファシリテーター 

9 月 21 日

（木） 

13:00 ～

16:15 

第１部 きちんと知ろう「性」のこと 

第２部 

 ・二人だけって特別なこと!？ 

・WEN－DO 

・きりりネットワーク代表 

竹内 未希代さん 

・参画コラボの会＠信州代表 

気賀沢 葉子さん 

参 加 者 の 声 （第 1部）きちんと知ろう「性」のこと 

・性に対して真剣な話をする機会はとても少なかったので、お話が聞けて良かったです。 

・学校では学べなかった「性」のことについて学び、自分の勘違いや自分の大切さに気

付いた。 

・世の中にあふれている性の情報源は、実際に真に受けたまま社会生活を送ると、危険

なことが多いことが分かった。 

・まずは、「ありのままの自分」を受け入れることが大切だと分かった。 

 また、ごまかすのではなく、自分のことをきちんと伝えることも必要だと学んだ。 

（第２部）二人だけって特別なこと！? 

・デート DVという言葉は聞いたことがあったが、理解していなかった。知れて良かった。 

・自分が嫌だと思ったら、きちんと NOと言える関係がとても大切だということが分かり

ました。 

・暴力は手を出すことだけではなく、言葉や監視、行動を制限されるということも含ま

れることが分かった。 

・ワークショップ形式で、他の人の意見を聞くことで、自分にはなかった考え方を持つ

ことができて良かった。 

（第２部）WEN－DO 

・チカラを振るう暴力だけでなく、言葉や態度だけで相手を傷付けられるということを

改めて認識できました。 

・自分が狙われない工夫、狙われら後の対策などを教えていただき、技よりも先に大切

なものがあることに気が付きました。 

・自分が少し強くなった気がします。 

・いざというときにつかえるようにしたいと思いました。 
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